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松 沢 た け ひ と  

 

昭和 50年 鎌ケ谷市で誕生 

昭和 57年 みちる幼稚園卒園 

昭和 63年 中部小学校卒業 

平成 3年  第四中学校卒業 

平成 6年  白井高等学校卒業 

平成 10年 中央学院大学法学部卒業 

平成 19年 鎌ケ谷市議会議員初当選 

以降 4期目連続当選 

令和元年 明治大学公共政策大学院修了 

   (公共政策修士) 

松沢たけひと 一般質問 市民の声を議会に 

                                                                                               

    3月会議議案       令和 5年度の予算案について 

・「電話ｄｅ詐欺」被害防止広報・啓発事業 1億 2784万円 

・地域防犯力・コミュニティ力向上事業      8600万円 

・ゼブラ・ストップ活動啓発事業          2100万円 

・新規就農者等に対する資金支援      7億 1816万円 

・新規就農者確保推進事業              750万円 

・教育用訪問看護ステーション運営事業      500万円 

・認知症対策支援事業             1億 2789万円 

・ヤングケアラー支援体制強化事業        2145万円 

・学校におけるいじめ対策・不登校児童生徒支援の推進 

12億 6446万円 

松沢の視点 

予算案には暮らしの安全・安心の確

保のための費用が計上されている。 

電話 de詐欺の防止対策として、コー

ルセンターの運営・広報・啓発、市町

村が行う対策機器の貸与・購入補助

へ助成等が盛り込まれていることか

らも、千葉県と連携して犯罪抑止に

努めることが重要である。 

 

 

議案第 1号 鎌ケ谷市犯罪被害者等支援条例の

制定について 

犯罪被害者等が受けた被害の早期の回復及び 

軽減を図るため、見舞金の支給に関する基本的 

な事項を定めるもの 

傷害見舞金  5万円(全治 1月 3月未満) 

傷害見舞金 10万円(全治 3月以上) 

遺族見舞金 30万円 

転居費用   5万円(限度額) 

令和 5年度予算 50万円 

千葉県の令和 5年度の主な事業について 

 

議案第 9号 令和 5年度一般会計予算 

歳入歳出総額 380億 9000万円、前年度と 

比べて、18億 5000万円、5.1％の増額され 

た予算案が計上された。 

主な新規事業 

・保育所、放課後児童クラブ、障がい者支援施設

等、小・中学校における抗原検査キット 

                       355万円 

・医療的ケア児の保育に対応するための体制整備 

                       209万円 

・市制記念公園水遊び場の整備  4400万円 

・鎌ケ谷の小学校 150周年史     73万円 

・簡易型自動録音機の配布        16万円 

 
 

鎌ケ谷市議会 3月会議一般質問 

日時 3月 7日 (火) 10時 40分頃 

 

 

 

 

 

 

 政治を身近に！ SNSでも情報発信してます 

市
民
の
声
を
県
政
に 

指摘や提案はすぐ通るものではありませんが、

街の課題を共有することで、まちづくりの第一

歩が踏み出せるのではないでしょうか。 

これからも、市民の声を行政に伝える架け橋と

なるべく、全力で取り組んでまいります。 

ネット配信でも見ることができますが、鎌ケ谷

市議会の傍聴に是非、お越しください。 

 

鎌ケ谷市のまちづくりの経過と今後の方向性について 

⑴  財政状況の経過と人口施策について 

⑵  土地・住宅政策について 

⑶  新鎌ケ谷駅周辺地区について 

⑷  地域経済循環の取組について 

⑸  今後の行財政運営について 

 

松沢の視点 

令和 2 年 12 月会議の一般質問にて取り上げ

たテーマであり、条例策定と見舞金制度の創設

に至ったことは有意義である。さらに、市営住

宅への入居等、緊急的に住居を確保する等の

配慮が必要である。 イメージ 


